
雨
災
害
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
災
害
時

の
避
難
所
の
三
密
を
ど
う
や
っ
て
防

ぐ
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

の
例
か
ら
も
、
地
区
内
他
町
の
安
全

な
避
難
所
提
供
が
あ
れ
ば
三
密
防
止

に
大
き
な
効
果
と
な
り
ま
す
。

　

又
災
害
時
で
の
高
齢
者
等
の
弱
者

救
援
も
大
き
な
課
題
で
す
が
、
や
は

り
災
害
救
援
対
策
で
最
も
基
本
で
大

切
な
も
の
は
、
隣
近
所
の
助
合
い
・

支
え
合
い
・
普
段
か
ら
の
交
流
で
す

コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
も
自
粛
傾
向
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
前
述
の
予
防
の
基

本
策
を
遵
守
し
た
上
で
日
常
交
流
を

維
持
で
き
た
ら
と
考
え
ま
す
。
大
変

な
状
況
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
年
は
老
人
給
食
活
動
で
長
く
頑

張
ら
れ
た
小
池
光
子
さ
ん
と
仁
木
明

子
さ
ん
。
お
二
人
の
コ
メ
ン
ト
を
頂

き
ま
し
た
。

小
池
光
代
さ
ん
（
堀
込
町
）　

　

平
成
7
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

以
来
25
年
間
、
精
一
杯
や
り
切
っ
た

と
言
う
気
持
ち
で
す
。
他
の
町
内
の

方
々
と
の
交
流
も
含
め
て
、
班
内
皆

和
気
合
い
合
い
で
楽
し
く
、
無
事
故

で
や
り
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
特
別
豪
華
な
献
立

で
は
な
く
と
も
、
作
り
立
て
の
お
弁

　

未
曾
有
の
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で

新
年
度
が
始
ま

っ
た
訳
で
す

が
、
地
区
と
し

て
地
域
と
し
て
何
を
ど
う
や
っ
て
い

け
ば
良
い
の
か
、
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
ま
ず
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

自
分
が
コ
ロ
ナ
に
掛
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
、
そ
の
為
に
、
言
わ
れ

て
い
る
予
防
基
本
策
を
確
実
に
遵
守

す
る
こ
と
で
す
。

　

第
二
に
万
が
一
掛
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
し
た
ら
定
め
ら
れ
た
受
診
手
順

を
正
し
く
受
け
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
無
症
状
な
う
ち

に
他
人
に
移
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
、
こ
れ
も
予
防
基
本
策
を
常
に
確

実
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
予
防
基
本
策
と
は
、
三
密
防

止
、
消
毒
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
、
換
気
、

で
す
。
特
に
地
域
の
福
祉
活
動
、
自

治
会
活
動
に
携
わ
る
方
は
、
日
常
か

ら
こ
の
基
本
を
必
ず
遵
守
す
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

自
治
連
と
し
て
も
自
粛
期
間
中
は

そ
の
徹
底
に
青
パ
ト
巡
回
や
消
毒
薬

の
配
布
等
も
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
豪

当
を
喜
ん
で
頂
い
て
く
れ
る
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
思
い
描
く
と
元

気
が
湧
い
て
き
て
、
楽
し
く
活
動
が

で
き
ま
し
た
。

仁
木
明
子
さ
ん
（
堀
込
町
）

　

平
成
14
年
に
登
録
以
来
18
年
間
の

給
食
作
り
で
し
た
。
こ
の
間
平
成
23

年
か
ら
6
年
間
は
委
員
長
を
拝
命

し
、
地
区
内
か
ら
の
大
勢
の
委
員
の

方
々
が
和
合
し
て
、
安
全
に
楽
し
く

給
食
作
り
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

毎
月
の
給
食
作
り
や
特
に
文
化
祭

模
擬
店
な
ど
で
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
結

構
生
じ
、
判
断
・
調
整
に
苦
慮
し
た

事
も
今
で
は
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

家
で
骨
折
し
今
も
リ
ハ
ビ
リ
中
で
、

長
時
間
立
つ
事
が
出
来
な
い
の
で
、
退

任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
本
当
に

健
康
第
一
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
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長 
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岡
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自
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自
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自
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民
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民
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尾
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雅
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民
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井
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民
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原
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民
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福
百
子（
民
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倉
林
順
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民
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治
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学
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み
つ
子（
体
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永
利
江（
老
）

 

清
水
弘
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協
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本
静
江（
協
）

 

金
井
幸
子（
協
）生
澤
き
く
え（
協
）

 

柴
崎
満
子（
協
）田
島
章
廣（
協
）

 

宮
沢
秀
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協
）

監　

事 

菅　

弘
武（
協
）小
堀
蒼
洋（
協
）

事
務
局 

樋
口
茂
延  

斎
藤
修
一

斎
藤
美
代

高
瀬
雅
子  

新
江
義
夫  

柳
澤　

猛

栗
原　

収  

小
林
英
一  

田
中
幸
子

田
島
章
廣  

宮
澤
秀
喜

が
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
サ
ロ
ン
再

開
へ
の
意
義
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

と
い
う
30
分
研
修
で
あ
っ
た
。

　

東
京
都
下
の
医
療
セ
ン
タ
ー
が
作

成
し
た
「
通
い
の
場
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
対
策
ガ
イ
ド
」
を
基
本
と

し
て
の
説
明
。
要
約
す
れ
ば
「
未
病

改
善
へ
の
通
い
の
場
の
効
果
は
大
で

あ
る
か
ら
、
や
り
方
を
工
夫
改
善
し

安
全
を
確
保
し
て
是
非
再
開
を
」。

こ
の
ガ
イ
ド
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含

め
て
地
域
福
祉
活
動
に
関
わ
る
方
々

に
と
っ
て
は
と
て
も
参
考
に
な
る
。

　

更
に
市
内
他
地
区
の
状
況
確
認
で

は
7
月
迄
に
開
催
し
た
と
い
う
所
は

1
割
程
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
12
サ
ロ
ン
の
今
年
度
の
開
催
へ
の

考
え
方
を
聴
く
。

　

各
代
表
の
考
え
方
を
以
下
の
3
種

に
分
類
し
た
。

　

A
、
安
全
化
へ
の
見
通
し
不
明
の

為
、
今
年
度
は
実
施
で
き
な
い
。（
2

サ
ロ
ン
）

　

B
、
安
全
を
確
認
で
き
れ
ば
再
開

し
た
い
。（
6
サ
ロ
ン
）

　

C
、
万
全
な
対
策
を
施
し
内
容
変

え
て
実
施
し
て
い
く
。（
4
サ
ロ
ン
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
危
機
の
中
で
の
開
催

　

当
地
区
で
は
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
の
育
成
支
援
策
と
し
て
、
十
数

年
前
よ
り
代
表
者
交
流
会
を
開
い
て

き
て
い
る
。
運
営
者
・
サ
ポ
ー
タ
ー

達
の
悩
み
・
苦
労
は
多
い
が
、
こ
れ

ら
を
話
し
て
相
談
し
た
り
、
他
の
サ

ロ
ン
の
内
容
等
を
直
に
聞
け
る
事
は

大
い
に
参
考
に
な
り
勇
気
も
貰
え
る
。

　

本
年
は
予
想
も
で
き
な
か
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り

3
月
よ
り
地
区
内
サ
ロ
ン
は
一
斉
に

自
粛
と
し
た
が
、
6
月
か
ら
の
一
部

規
制
緩
和
を
受
け
て
再
開
を
模
索
す

る
町
内
も
あ
っ
て
、
各
サ
ロ
ン
の
再

開
へ
の
考
え
方
等
地
区
内
情
報
収
集

と
安
全
対
策
の
共
通
認
識
化
、
及
び

地
区
社
協
と
し
て
の
助
成
金
前
倒
し

支
給
の
可
否
、
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

7
月
20
日
代
表
者
会
を
実
施
し
た
。

　

例
年
40
名
近
い
参
加
で
あ
る
が
、

本
年
の
特
殊
性
か
ら
各
サ
ロ
ン
代
表

1
名
の
み
に
絞
っ
て
の
参
加
、
時
間

短
縮
も
あ
り
必
要
情
報
、
特
に
「
今

年
度
の
開
催
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
」

の
聴
取
を
主
目
的
に
進
行
。

　

各
サ
ロ
ン
代
表
の
考
え
方
を
聴
く

前
に
、
市
社
協
と
し
て
の
方
針
・
考

え
方
を
聴
く
こ
と
と
し
た
が
、
こ
れ

は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
き
な
不
安
が

あ
り
、「
万
が
一
の
時
市
は
ど
う
保
障

し
て
く
れ
る
の
か
」
と
い
う
厳
し
い

質
問
も
出
る
位
で
、
代
表
者
・
サ
ポ

ー
タ
ー
が
不
安
を
抱
え
た
状
態
で
の

開
催
は
や
は
り
無
理
が
あ
る
。

　

現
開
催
中
の
所
は
対
策
・
工
夫
を

施
し
、
安
心
感
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

特
に
田
中
一
サ
ロ
ン
「
つ
ど
い
」
で

は
安
否
確
認
を
兼
ね
て
自
治
会
館
庭

先
で
お
菓
子
を
配
布
し
挨
拶
交
流
し

て
す
ぐ
帰
る
と
い
う
形
式
で
安
全
に

実
施
し
て
い
る
由
。

　

安
全
対
策
や
や
り
方
を
工
夫
改
善

し
、
十
分
に
内
部
検
討
し
、
関
係
者

が
安
心
で
き
る
状
態
を
確
保
し
た
上

で
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

又
サ
ロ
ン
補
助
金
は
例
年
地
区
社

協
が
前
倒
し
し
て
6
月
に
支
給
し
て

き
た
が
、
異
常
事
態
の
本
年
、
支
給

基
準
の
開
催
数
等
の
市
方
針
に
つ
い

て
は
ま
だ
未
決
と
の
こ
と
で
地
区
と

し
て
も
9
月
迄
延
期
と
し
ま
す
。

　

安
否
確
認
と
し
て
も
重
要
な
老
人

給
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
3
〜
6
月
自
粛

せ
ざ
る
を
え
な
い
ま
ま
き
て
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
基
本
対
策
を
し

て
の
短
時
間
戸
口
訪
問
な
ら
、
自
覚

あ
る
民
生
委
員
な
ら
ば
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
高
齢
者
施
設
職
員
と
同
様
に
安

全
が
確
保
で
き
る
と
判
断
し
て
い
た

も
の
の
、
公
民
館
調
理
室
貸
出
し
人

数
制
限
が
あ
り
従
来
形
式
で
は
当
面

実
施
出
来
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

民
生
委
員
の
戸
口
訪
問
の
見
守
り

活
動
の
一
助
に
な
る
よ
う
給
食
委
員

会
と
し
て
種
々
検
討
、
7
月
は
や
り

方
変
え
て
実
施
し
た
。
激
励
の
お
手

紙
と
、
N
A
S
A
の
宇
宙
船
に
も
採

用
さ
れ
た
那
須
の
パ
ン
ア
キ
モ
ト
の

パ
ン
の
缶
詰
の
配
布
の
ア
イ
デ
ア
。

選
定
理
由
は
、
一
、
お
い
し
い
こ
と
、

二
、
火
を
使
わ
な
い
こ
と
、
三
、
時
節

柄
防
災
グ
ッ
ズ
で
あ
る
、
四
、
社
会
福

祉
に
貢
献

し
て
い
る

パ
ン
屋
で

あ
る
、
五
、

話
題
提
供
。

　

ア
キ
モ

ト
の
社
会

貢
献
の
理

念
に
感
動

し
て
、
当

社
協
は
一

昨
年
、
地

区
外
研
修

で
訪
問
し

た
所
で

す
。
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本
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留
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長
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な
状
況
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
年
は
老
人
給
食
活
動
で
長
く
頑

張
ら
れ
た
小
池
光
子
さ
ん
と
仁
木
明

　

第
二
に
万
が
一
掛
か
っ
て
し
ま
っ

た
と
し
た
ら
定
め
ら
れ
た
受
診
手
順

を
正
し
く
受
け
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
無
症
状
な
う
ち

に
他
人
に
移
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て
し
ま
わ
な
い
よ
う
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施
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ン
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下
で
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う
に
？
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実
施
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実
施
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よ
う
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流
会
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